
（岩手県）

震
災
か
ら
の
復
興
と
と
も
に
構
築
す
る 

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

　

岩
手
県
北
東
部
に
位
置
す
る
三
陸
沿
岸
の
拠
点

都
市
・
久
慈
市
は
、
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
３
月

29
日
、
旧
九
戸
郡
久
慈
町
、
同
長
内
町
、
同
宇
部
村
、

同
大
川
目
村
、
同
侍
浜
村
、
同
夏
井
村
、
同
山
根

村
の
２
町
５
村
の
合
併
に
よ
り
、
市
制
施
行
し
た
。

　

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
３
月
に
は
、
旧
久
慈
市

（
３
２
７
・
84
㎢
）と
ほ
ぼ
同
等
の
面
積
を
有
す
る
旧

九
戸
郡
山
形
村（
２
９
５
・
66
㎢
）と
の
合
併
を
経
て
、

新
生
久
慈
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
。
現
在
の
広
大

な
市
域
（
６
２
３
・
50
㎢
、
令
和
６
／
２
０
２
４
年

11
月
末
現
在
の
人
口
は
３
万
１
２
８
９
人
）
が
確
定

し
た
。
本
年
度
は
、
新
生
久
慈
市
の
発
足
か
ら
18
年
、

旧
久
慈
市
発
足
か
ら
70
年
の
節
目
の
年
度
と
な
っ
て

い
る
。

　

久
慈
市
の
置
か
れ
た
自
然
環
境
は
、
一
言
で
は

言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
に
奥
深
く
、
多
彩
な
魅
力
に

満
ち
て
い
る
。
例
え
ば
市
域
東
側
は
、
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
に
指
定
さ
れ
た
三
陸
復
興
国
立
公

園
の
う
ち
、
高
さ
50
ｍ
～
２
０
０
ｍ
も
の
海
食
崖

が
続
く
旧
陸
中
海
岸
国
立
公
園
区
域
の
一
部
に
占

め
ら
れ
て
い
る
。

　

三
陸
復
興
国
立
公
園（
旧
陸
中
海
岸
国
立
公
園
）に

指
定
さ
れ
て
い
る
三
陸
地
域
一
帯
は
、
ま
さ
に
ジ
オ

サ
イ
ト
の
宝
庫
で
、
青
森
県
・
岩
手
県
・
宮
城
県
の

沿
岸
16
市
町
村
は
共
同
で
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
形
成

し
て
い
る
。
中
で
も
北
端
に
近
い
久
慈
市
エ
リ
ア

は
、
琥こ
は
く珀
と
恐
竜
化
石
（
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
も

含
む
）
が
、
約
９
０
０
０
万
年
前
の
後
期
白
亜
紀
に

形
成
さ
れ
た
同
一
地
層
か
ら
産
出
す
る
な
ど
、
世
界

的
に
見
て
も
貴
重
な
地
質
を
有
し
て
い
る
。

　

侍
浜
海
岸
や
久
慈
海
岸
な
ど
久
慈
湾
の
沿
岸
地

域
は
、
前
期
白
亜
紀
（
約
１
億
３
０
０
０
万
年
前
）

に
、
地
下
の
奥
深
く
で
マ
グ
マ
が
冷
え
、
固
ま
っ

て
で
き
た
花か
こ
う
が
ん

崗
岩
類
が
そ
の
ま
ま
隆
起
し
て
地
表

に
露
出
。
そ
れ
が
太
平
洋
の
荒
波
に
侵
食
さ
れ
る

こ
と
で
形
成
さ
れ
た
た
め
、
段
丘
崖
や
奇
岩
が
複

雑
に
入
り
組
ん
だ
絶
景

が
、
湾
岸
全
域
に
展
開
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
市
域
西
側
に
は
、

標
高
１
０
０
０
ｍ
級
の
峰
々
が
連
な
っ
て
緑
陰
の

濃
い
、
北
上
高
地（
久
慈
市
域
内
は
久
慈
平
庭
県
立

自
然
公
園
）が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
美
し
く
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然

環
境
に
包
ま
れ
た
久
慈
市
は
、
他
の
三
陸
地
域
の

都
市
と
同
様
、
古
来
、
三
陸
沿
岸
な
ら
で
は
の
豊

か
な
海
の
恵
み
と
同
時
に
、
森
の
豊
か
な
恵
み
を

も
享
受
し
て
き
た
。

　

そ
の
半
面
と
し
て
有
史
以
来
、
幾
多
の
津
波
を

市 政 ル ポ 久
く じ

慈市

遠
えんどう

藤譲
じょうじ

一
久慈市長

震
災
復
興
の
完
遂
と
と
も
に
目
指
す
脱
炭
素
社
会
形
成
と

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
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は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
て
き
た

こ
と
は
、
周
知
の
通
り
だ
。

　

そ
ん
な
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環
境
に
育
ま
れ
、

構
築
さ
れ
て
き
た
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、
山
・

里
・
海
の
恵
み
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
自
然
災

害
な
ど
も
あ
ら
か
じ
め
織
り
込
ん
だ
、
非
常
に
特

徴
的
な
生
活
形
態
を
醸
成
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』（
平
成

25
／
２
０
１
３
年
４
月
～
９
月
放
送
）を
通
じ
、
一

躍
全
国
に
発
信
さ
れ
た
「
北
限
の
海
女
の
ま
ち
」
と

し
て
の
一
面

は
、
典
型
的

な
事
例
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

三
陸
沿
岸

の
沖
合
は
世

界
三
大
漁
場

の
一
つ
と
し

て
、
つ
と
に

有
名
だ
。
複

雑
に
岩
礁
の
入
り
組
ん
だ
沿
岸
の
地
形
は
、
良
質

な
海
藻
を
育
む
と
と
も
に
、
そ
れ
を
食
べ
て
育
つ

ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
高
級
食
材
の
宝
庫
を
も
形
成
。

明
治
時
代
初
頭
か
ら
の
歴
史
を
持
つ
、
素
潜
り
で

海
の
幸
を
漁
獲
す
る
海
女
た
ち
に
と
っ
て
、
絶
好

の
漁
場
と
な
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
自
然
界
の
連
鎖
と
、
そ
の
中
で
育
ま

れ
た
人
々
の
暮
ら
し
は
、
悠
久
の
時
の
経
過
を
通

じ
て
一
体
化
し
、
循
環
し
て
き
た
。
そ
の
循
環
の

仕
組
み
こ
そ
は
、
ま
さ
に
同
地
域
な
ら
で
は
の
エ

コ
シ
ス
テ
ム
（
生
態
系
／
同
一
環
境
下
の
エ
リ
ア
に

共
生
す
る
、
人
類
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
全

体
的
な
調
和
を
保
ち
な
が
ら
構
築
す
る
大
自
然
の

仕
組
み
）そ
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
周
知
の
通
り
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
多
く

の
死
者
・
行
方
不
明
者
・
負
傷
者
を
出
す
と
と
も
に
、

住
家
・
非
住
家
の
全
半
壊
な
ど
の
ほ
か
、
北
限
の

海
女
の
拠
点
・
小
袖
海
岸
を
も
飲
み
込
ん
で
一
時

的
に
壊
滅
さ
せ
る
な
ど
、
久
慈
市
の
あ
ら
ゆ
る
機

能
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

一
方
、
市
民
が
災
害
か
ら
立
ち
直

り
、
共
に
手
を
携
え
復
興
に
向
か

い
歩
を
進
め
る
中
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
発
想
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
リ

セ
ッ
ト
（
転
換
）
し
、
従
来
の
観
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
視
点
を
、
久
慈

市
に
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
13

年
が
経
過
し
た
現
在
（
※
取
材
は
令
和
６
年
10
月
29

日
）、
久
慈
市
で
は
脱
炭
素
社
会
構
築
へ
の
取
り
組

み
を
基
盤
に
、
時
に
自
然
災
害
の
要
因
と
も
な
り

得
る
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
共
生
の
形
を
再
構

築
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。
近
未
来
に

向
け
た
地
域
の
暮
ら
し
、
地
域
の
未
来
の
「
持
続
可

能
な
在
り
方
」
を
改
め
て
探
る
べ
く
、《
新
た
な
エ

コ
シ
ス
テ
ム（
生
態
系
）》の
形
成
を
目
指
そ
う
と
し

て
い
る
の
だ
。

　

久
慈
市
の
脱
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
の
主
軸
は
、
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
実

現
を
目
指
す
動
き
だ
。
そ
の
発
端
は
平
成
23
年
３

月
の
東
日
本
大
震
災
に
あ
る
。
震
災
４
カ
月
後
に

策
定
し
た「
久
慈
市
復
興
計
画
」に「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
」
を
掲
げ
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
市
内
企
業
が
設
立
し

た
「
久
慈
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
へ
の
出
資

に
よ
り
岩
手
県
初
の
自
治
体
新
電
力
を
立
ち
上
げ
、

「みちのく潮風トレイル」ルート沿いにある久慈市の代表的なジオサイト「つりがね洞」（小袖海岸）

恐竜化石と同じ地層から出土する「琥珀」は三陸の成
り立ちを物語る「太古の記憶遺産」といえる

久慈市

盛岡市
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地
域
循
環
共
生
圏
の
理
念
に
基
づ
く
横
浜
市
と
の

連
携
な
ど
も
進
め
て
き
た
。

　
「
久
慈
市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

化
を
目
指
す
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
環
境
保
全
と
両
立
し
た
風
力
発
電
の
導
入
促

進
を
目
的
と
す
る
環
境
省
の
委
託
事
業
『
風
力
発
電

に
係
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
実
証
事
業
』
を
受
託
し
、
平
成

30（
２
０
１
８
）年
度
か
ら
令
和
２（
２
０
２
０
）年

度
ま
で
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
導
入
海
域
を
探
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
各
種
調
査
や
、
漁
業
者
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
の
理
解
を
得
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
な
ど
を
経
て
、
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
可
能
性

の
あ
る
エ
リ
ア
と
し
て
約
２
５
０
㎢
の
海
域
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け

て
当
該
海
域
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
３（
２
０
２
１
）年
９
月
に
は
、

国
か
ら
洋
上
風
力
発
電
に
関
し
一
定
の
準
備
段
階

に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、『
準
備
区
域
』

に
位
置
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
引
き
続
き
、
当
該
エ
リ
ア
の
海
底
地
形

や
風
況
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、『
有

望
区
域
』
へ
の
整
理
に
向
け
て
、
関
係
者
か
ら
法
定

協
議
会
の
場
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
へ
の
同
意
を

得
る
べ
く
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
将
来
的
な
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
く
『
促

進
区
域
』
へ
の
指
定
、
さ
ら
に
は
洋
上
風
力
発
電
事

業
の
『
運
転
開
始
』
を
見
据
え
、
各
種
の
準
備
事
業

に
ま
い
進
し
て
お
り
ま
す
」

　

穏
や
か
な
笑
み
を
た
た
え
つ
つ
そ
う
語
る
の
は
、

遠
藤
譲
一
久
慈
市
長
だ
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
久
慈

市
の
遠
藤
市
長
は
、
大
学
を
卒
業
後
、
昭
和
52

（
１
９
７
７
）
年
４
月
に
岩
手
県
庁
に
入
職
。
県
南

広
域
振
興
局
北
上
総
合
支
局
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
し
た
後
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
３
月
に
行
わ

れ
た
久
慈
市
長
選
に
出
馬
し
、
当
選
。
令
和
６
年

10
月
現
在
の
時
点
（
取
材
時
）
で
、
３
期
10
年
が
経

過
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
未
来
の
鍵
は 

脱
炭
素
社
会
構
築
と
付
随
す
る
産
業
振
興

　

現
状
の
「
準
備
区
域
」
か
ら
経
済
産
業
大
臣
・
国

土
交
通
大
臣
に
よ
る
「
促
進
区
域
」
の
指
定
ま
で
に

は
、
早
く
て
も
今
後
２
年
強
の
時
間
を
要
す
る
と

さ
れ
る
。
だ
が
、
促
進
区
域
ま
で
到
達
す
れ
ば
事

業
者
の
公
募
・
選
定
が
行
わ
れ
、
運
転
開
始
に
向

け
て
、
よ
り
具
体
的
な
準
備
が
急
速
に
進
む
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
全
て
を
合
わ
せ
て
、

早
け
れ
ば
５
年
後
、
６
年
後
の
「
運
転
開
始
」
を
目

指
す
と
い
う
目
標
ま
で
の
ス
パ
ン
は
、
予
測
さ
れ

る
準
備
の
多
さ
を
考
え
れ
ば
、
実
の
と
こ
ろ
、
余

裕
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
遠
藤
市
長
は
も
と
よ
り
、
関
連
部
署

の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
士
気
は
非
常
に
旺
盛
だ
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
洋
上
風
力
発
電
を
軸
と
す
る
脱

炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
一
連
の
全
体
的
な
取
り

組
み
は
、
震
災
で
い
っ
た
ん
途
切
れ
か
け
た
地
域

の
エ
コ
シ
ス
テ
ム（
幅
広
い
意
味
で
の「
暮
ら
し
方
」

の
体
系
）
を
再
構
築
す
る
た
め
の
、
ひ
い
て
は
「
わ

が
ま
ち
の
未
来
の
命
運
」
を
託
す
に
足
る
、
壮
大
な

計
画
の
根
幹
に
な
る
と
の
見
極
め
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。

久慈市漁協のギンザケとトラウトサーモンの養殖場。久慈産のブランド
サーモン「久慈育ち琥珀サーモン」はふるさと納税の返礼品でも大人気

二級河川・久慈川はたび重なる洪水や、震災時には津波が遡上（そ
じょう）し大きな被害を出したが、市民の大切な「母なる川」だ

久慈港沿い「すわ緑地」の東日本大震災モニュメント「ケルン・鎮魂
の鐘と光」。市内には過去の震災記念碑も多数ある
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久慈市　市 政 ル ポ

（岩手県）

　
「
洋
上
風
力
発
電
に
よ
る
経
済
効
果
は
、
風
車
の

建
設
に
よ
る
直
接
的
な
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、
洋
上

風
力
の
基
地
港
湾
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
港

湾
へ
の
設
備
投
資
や
、
運
転
開
始
後
の
設
備
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
よ
る
継
続
的
な
効
果
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
先
行
地
域
で
は
、
建
設
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
時
の
用
船
な
ど
を
地
元
漁
業
者
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
近
年
の
海
況
変
化
で
苦
し
い
状
況
に
あ
る

漁
業
者
の
支
援
に
つ
な
が
れ
ば
、
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
段
階
で
は
洋
上
風
力
発
電
設
備
は
ほ

ぼ
全
て
を
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
１
基

当
た
り
の
部
品
点
数
は
１
万
～
２
万
点
と
い
わ
れ

て
お
り
、
将
来
的
に
部
品
製
造
な
ど
に
も
携
わ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
産
業
構
造
を
大
き
く

変
え
る
要
因
に
な
り
得
ま
す
。
関
連
す
る
産
業
や

再
エ
ネ
電
源
を
求
め
る
企
業
の
誘
致
な
ど
と
と
も

に
、
多
様
な
関
連
職
種
に
従
事
す
る
人
材
の
確
保
・

育
成
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
続
く
担
い
手
づ
く

り
な
ど
に
も
、
幅
広
く
着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
端
的
に
は
、
洋
上
風
力
発
電
を
含
む
、
脱
炭

素
社
会
構
築
に
向
け
た
地
域
の
産
業
全
体
の
絵
姿

を
、
多
角
的
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
描
い
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
遠
藤
市
長
）

　

実
際
、
洋
上
風
力
発
電
一
つ
取
っ
て
も
、
産
業

と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
れ
ば
雇
用
の
場
の
創
出
を

含
め
た
地
域
の
産
業
構
造
や
、
経
済
社
会
の
仕
組

み
そ
の
も
の
に
変
革
を
も
た
ら
す
起
爆
剤
と
な
る

こ
と
は
必
至
だ
。

　

さ
ら
に
久
慈
市

に
お
け
る
脱
炭
素

化
へ
の
取
り
組
み

は
、
洋
上
風
力
発

電
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
例
え
ば
、
令

和
４
年
度
に
選
定

さ
れ
た
『
脱
炭
素

先
行
地
域
』
に
関

連
す
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
直
接
的
な
取
り

組
み
は
、
平
成
18
年
に
旧
久
慈
市
と
合
併
し
た
旧

山
形
村
地
区
、
現
在
の
久
慈
市
山
形
町
が
対
象
エ

リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
北
上
高
地
の
平
庭
高
原
な
ど
も
含
む
山
形
町

は
、
か
つ
て
金
・
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
鉱
の
採
掘
や
、

牛
馬
の
飼
育
、
木
炭
の
生
産
な
ど
で
知
ら
れ
、
鉱

物
資
源
に
も
恵
ま
れ
た
山
林
地
帯
で
す
。
一
方
で

は
、
近
世
以
前
か
ら
三
陸
沿
岸
と
盛
岡
を
結
ぶ
久

慈
・
野
田
街
道
の
往
来
が
盛
ん
で
、
沿
岸
地
域
で

造
ら
れ
た
塩
を
盛
岡
方
面
に
運
ぶ
《
塩
の
道
》
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

山
形
町
に
お
け
る
『
脱
炭
素
先
行
地
域
』
と
し
て

の
取
り
組
み
は
、
太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄
電
池
の

導
入
補
助
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
熱
電

併
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
交
通
弱
者
支
援
の
Ｅ
Ｖ

バ
ス
の
導
入
な
ど
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
」（
遠
藤
市
長
）

　

久
慈
市
で
は
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
11
月
、
北

岩
手
９
自
治
体
の
首
長
に
よ
る
共
同
宣
言

『
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
宣

言
』
に
も
参
加
。
脱
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
『
久
慈
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
』

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
数
値
目
標
と
し
て
は
、

令
和
12
（
２
０
３
０
）
年
度
の
地
域
内
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
比
で

62
％
削
減
と
し
、
令
和
32
（
２
０
５
０
）
年
度
ま
で

の「
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
」達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

久
慈
市
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
と
し
て
の
取
り

組
み
は
、
こ
の
よ
う
に
三
重
・
四
重
の
厚
み
を
持

ち
な
が
ら
、
同
時
並
行
し
て
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

国家石油備蓄基地の旧地下施設を活用した人気の水族館「もぐらん
ぴあ」。震災で大きな被害を受けたが見事に復活

重要港湾・久慈港。「久慈港湾口地区防波堤整備事業」が国直轄で進められ、75%が概成済みで、
現在沖合への浮体式洋上風力発電の導入を目指している
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地
域
創
生
の
原
資
は
多
彩
な
地
域
資
源 

次
世
代
へ
の
継
承
と
魅
力
発
信

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
久
慈
市
の
多
彩

な
動
向
で
、
本
欄
が
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、

久
慈
市
を
舞
台
に
実
証
実
験
を
始
め
た
積
水
バ
イ

オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
株
式
会
社
の
事
業
推
移
だ
。

本
実
証
実
験
に
お
い
て
同
社
は
、
令
和
４
年
７
月

に
株
式
会
社
資
生
堂
、
住
友
化
学
株
式
会
社
の
２

社
と
共
に
循
環
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た
連
携
を
開

始
し
た
。
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
事
業
で
は
、

微
生
物
の
活
用
に
よ
っ
て
、
一
般
ご
み
か
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
原
料
の
基
と
な
る
エ
タ
ノ
ー
ル

を
抽
出
す
る
技
術
の
確
立
を
目

指
し
て
い
る
。

　
「
具
体
的
に
は
ご
み
処
理
施

設
に
収
集
さ
れ
た
可
燃
ご
み

を
、
分
別
せ
ず
に
ガ
ス
化
し
、

そ
れ
を
エ
タ
ノ
ー
ル
に
変
換
す
る
、
世
界

初
の
革
新
的
な
技
術
」（
遠
藤
市
長
）で
、
３

社
の
連
携
に
よ
る
実
証
実
験
で
は
、
資
生

堂
が
製
造
す
る
化
粧
品
の
使
用
済
み
容
器

を
ま
ず
回
収
し
、
分
別
す
る
こ
と
な
く
資

源
化
・
原
料
化
を
図
り
、
新
た
な
容
器
と

し
て
再
生
を
行
う
と
い
う
循
環
モ
デ
ル
の

構
築
を
当
面
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

の
工
場
（
実
証
プ
ラ
ン
ト
）
も
令
和
４
年
４

月
に
、
既
に
完
成
済
み
だ
。

　
「
こ
の
事
業
が
や
が
て
実
用
化
（
実
装
化
）
さ
れ

れ
ば
、
化
石
資
源
の
利
用
の
削
減
や
、
ご
み
処
理

に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
へ
の
貢
献
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
久
慈
市
を
含
む

三
陸
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
で
大
問
題
と
な
っ

て
い
る
環
境
悪
化
の
要
因
の
一
つ
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
の
解
決
に
寄
与
で
き
る
技
術
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
」（
遠
藤
市
長
）

　

こ
う
し
た
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
た
一
連

の
各
種
取
り
組
み
は
、
久
慈
市
に
お
け
る
地
方（
地

域
）
創
生
、
す
な
わ
ち
持
続
可
能
な
未
来
づ
く
り

に
関
す
る
「
産
業
振
興
面
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

い
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
相
乗
的
に
支
え
る
効

果
が
期
待
さ
れ
る
事
業
計
画
の
一
つ
と
し
て
、「
仮

称
・
久
慈
内
陸
道
路
」
の
整
備
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
が
あ
る
。

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
沿
岸
部
を
縦
に
結
ぶ

三
陸
沿
岸
道
路
が
整
備
さ
れ
、
沿
岸
地
域
間
の
交

通
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
重
要
港
湾
久
慈
港
の
あ
る
久
慈
市
と
県

都
・
盛
岡
市
を
横
軸
で
結
ぶ
幹
線
道
路
・
国
道

２
８
１
号
は
、
盛
岡
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
２
時

間
超
と
県
内
で
も
最
長
で
、
地
域
間
交
流
や
救
急

医
療
・
物
流
な
ど
の
速
達
性
を
阻
害
す
る
大
き
な

要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
に
策
定
さ
れ
た
『
岩
手
県
新
広
域
道

路
交
通
計
画
』
に
お
い
て
、
国
道
２
８
１
号
に
重

な
る
形
で
、
将
来
の
高
規
格
道
路
化
を
目
指
す
構

『あまちゃん』主演の俳優のんさんは久慈市や岩手県主催のさ
まざまなイベントにも積極的に協力

NHK連続テレビ小説『あまちゃん』放送から3
年後、震災から5年後の2016年に開始した「久
慈あまちゃんマラソン大会」（毎年9月）

日本短角種の牛が角を突き合わす東北地方唯一の「平庭
闘牛大会」。両者優位のまま引き分けにするのが特徴

「日本一の白樺美林」とされる平庭高原の白樺林（369haに約31万本が群生）

明治時代初頭からの歴史を誇る「北限の海女」。
小袖海岸の「小袖海女センター」では、夏限定
で素潜り実演も実施
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（岩手県）

想
路
線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
『
仮
称
・
久
慈

内
陸
道
路
』
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
産
業
・
観
光
面

に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
地
域
の
人
々
の
安
全
・
安

心
に
も
つ
な
が
る
、
計
り
知
れ
な
い
効
果
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

実
現
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、

整
備
促
進
に
向
け
て
、
関
係
機
関
に
粘
り
強
く
働

き
か
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
」（
遠
藤
市
長
）

　

以
上
、
ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
東
日
本
大
震

災
の
発
生
か
ら
13
年
が
経
過
し
た
久
慈
市
で
は
現

在
、
津
波
被
害
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
湾
口
防
波

堤
の
整
備
が
継
続
す
る
一
方
、
新
た
な
ま
ち
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
地
方
（
地
域
）
創
生
へ
の
動
き
が
多

角
的
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
あ
ま
ち
ゃ

ん
』の
ロ
ケ
地
と
し
て
の
発
信
や
、『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』

に
主
演
し
た
俳
優
の
の
ん
さ
ん（
ド
ラ
マ
出
演
時
は

能
年
玲
奈
）
な
ど
の
協
力
の
下
、
観
光
情
報
と
魅
力

の
発
信
も
多
彩
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
令
和
５

年
４
月
に
開
業
し
た
道
の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」
は

久
慈
市
を
中
心
に
久
慈
広
域
の
洋
野
町
、
野
田
村
、

普
代
村
の
情
報
を
発
信
す
る
観
光
交
流
拠
点
と
し
て

の
役
割
が
付
与
さ
れ
、
開
業
か
ら
１
年
間
で
早
く
も

来
館
者
数
１
０
０
万
人
を
突
破
す
る
ほ
ど
の
人
気
を

博
す
な
ど
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら

の
久
慈
市
に
関
す
る
話
題
も
実
に
豊
富
だ
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
直
前

に
お
け
る
久
慈
市
の
人
口
は
３
万
８
０
０
０
人
強

だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
冒
頭
に
ご
紹
介
し
た
令

和
６
年
11
月
末
現
在
の
人
口
は
３
万
１
０
０
０
人

強
。
現
在
の
久
慈
市
域
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
高

度
経
済
成
長
時
代
の
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
に
記

録
さ
れ
た
約
４
万
５
０
０
０
人
だ
っ
た
。
人
口
減

少
は
全
国
的
な
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
、
一
部
を
除
い

た
全
国
ほ
と
ん
ど
の
都
市

と
同
様
、
久
慈
市
の
人
口

動
態
が
今
後
急
速
な
上
昇

軌
道
に
乗
る
こ
と
は
、
ま

ず
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
で
い
っ
た
ん
停
滞
し
た
、

久
慈
市
に
お
け
る
都
市
と

し
て
の
成
長
軌
道
は
、
今
、

脱
炭
素
社
会
の
構
築
と
い

う
「
持
続
可
能
な
未
来
」
に

向
け
た「
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
ベ
ク
ト
ル
」へ
大
き
く

か
じ
を
切
っ
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
具
体
的
な

夢
を
描
け
る
状
況
を
現
出
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

　

山（
林
業
）・
里（
農
業
）・
海（
漁
業
）の
恵
み
な

ど
旧
来
の
地
域
資
源
を
大
切
に
保
持
し
な
が
ら
、

久
慈
市
が
今
後
実
現
し
て
い
く
に
違
い
な
い
、
地

域
構
造
と
し
て
の
新
た
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
ど
ん

な
「
ま
ち
の
様
相
」
を
創
っ
て
い
く
の
か
。
市
民
が

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」、
訪
問
者
が

「
い
つ
か
暮
ら
し
て
み
た
い
ま
ち
」
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
の
か
。

　

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
の
深
化
と
と

も
に
、
今
後
の
推
移
が
大
い
に
楽
し
み
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
10
月
29
日
）

観光案内所と図書館が一つになった複合施設「情報交流センター
YOMUNOSU」は久慈駅前のランドマーク

「全国高校生まちづくりサミットinくじ」（令和5年7月）は、地元の高校生たちが「わがまち」
を考える大きなキッカケとなった
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